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参考文献 1、2) を基に科学技術動向研究センターにて作成
　2008 年 11 月、三洋電機株式会社とオムロン株式会社は相次いで、低周波の振動で発電が可能な超
小型の静電式発電デバイスの開発に成功したと発表した。振動エネルギーを電気エネルギーに変換で
きる発電技術はこれまで、圧電式や電磁誘導式などが実用化されているが、今回は静電式と呼ばれる
方式を使って、数十ヘルツ以下の低周波で小さな振動エネルギーでも発電が可能なデバイスを試作し
た。両社は応用製品には若干の違いを想定しているが、この技術はこれまで捨てられていたわずかな
エネルギーを利用できる発電技術となる。また、電子回路と組み合わせてモジュール化することによ
り、外部配線や電池交換などのメンテナンスが不要となる小電力の情報端末やセンサーなどの実現に
結びつくと考えられる。
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　ユビキタスネットワーク時代に期待される技術の
一つに情報端末自身の自動発電による電力供給技術が
あり、振動エネルギーを利用した発電技術もその候補
である。今般、振動エネルギーを利用した発電技術と
して、三洋電機株式会社（以下、三洋電機）は 2008 年
11 月 10 日に、人の歩行による振動程度のエネルギー
で発電する発電デバイス 1）を、また、翌 11 月 11 日
にオムロン株式会社（以下、オムロン）は、環境振動注1）
と呼ばれる微小振動で発電するデバイス 2）を、相次い
で発表した。
　振動エネルギーを利用した発電技術は、20 年以上
前から実用化されている。例えば、電磁コイルを使い、
1μW 程度の電力を腕時計へ供給した適用例がある。
そのほかにも、圧電素子を用いた例がある。
　今回発表された静電式は数十 Hz の低周波で、よ
り小さい振動エネルギーを利用する。開発されたデ
バイスはエレクトレット注 2）を使用することにより、小
さな振動エネルギーでも効率よく発電することを可能
にした。両社の発電デバイスは、図表 1のような特性
の違いがある。三洋電機は比較的に大電力を発生す
ることができ、オムロンは比較的に小振幅の振動に
対応できることが特徴といえる。
　例えば図表 2 の発電構造では、エレクトレットにメ
タル電極基板が近接して配置されることで対向電極に
電荷が引き寄せられる。この状態でメタル電極基板を
移動させると、電荷は外部回路へ移動する。外部から
の振動エネルギーを使ってこの電極の移動を行わせ、
抵抗の両端に発生する電力を取り出すことで発電デバイ
スになる。三洋電機のデバイスも構造の違いはあるが、
原理的には同じ動作で発電している。
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三洋電機 オムロン
エネルギー源 人の歩行など 環境振動など
振動子ストローク 約 2cm 2.6mm
振動周波数 * 2Hz 20Hz
振動加速度 * 0.4G 1G
発電能力 * 40μW 10μW
寸法（mm） 23 × 42 × 6（t） 20 × 20 × 8（t）
*：実験代表値
図表1　両社試作品の特性
図表2　発電原理（オムロンのデバイスの例）
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